
令和元年度　農地パトロールを実施しました

　

耕
作
放
棄
地
、
荒
廃
農
地
、
遊
休
農

地
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
耕
作
放
棄
地

　

定
義
は
な
く
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で

使
わ
れ
、
所
有
者
に
耕
作
の
意
思
が
な

い
農
地
を
意
味
し
ま
す
。

◆
荒
廃
農
地

　

農
林
行
政
上
の
用
語
で
、
未
耕
作
農

地
を
再
生
可
能
な
農
地
と
再
生
不
可
能

な
農
地
に
区
分
し
双
方
を
含
む
意
味
で

使
わ
れ
ま
す
。

◆
遊
休
農
地

　

遊
休
農
地
の
中
に
は
再
生
不
可
能
な

農
地
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
農
地
の
活
用

を
意
図
し
て
い
ま
す
。
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農
業
委
員
会
で
は
、
市
内
全
域
を

対
象
に
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と

発
生
防
止
・
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
遊
休
農
地
の
調
査
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
、
遊
休
農
地
ま

た
は
遊
休
化
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
は
、
所
有
者
へ
利
用
意
向

調
査
を
行
い
、
耕
作
の
再
開
や
農
地

中
間
管
理
機
構
等
へ
の
貸
付
等
、
今

後
の
農
地
利
用
に
つ
い
て
確
認
を
行

っ
て
い
ま
す
。

【表１】今回の調査で
　　　 解消が確認されたもの
大　字 大　字

合　計

合　計

犬　塚

馬見塚

酒　巻

下中条

斉　條

須　加

若小玉

下須戸

埼　玉

小敷田

北河原

中江袋

須　加

若小玉

真名板

長　野

埼　玉

筆　数 筆　数

28

17

2

3

1

1

1

4

2

10

3

1

1

5

1

4

2

3

1

面積㎡ 面積㎡

25,072

12,470

716

2,441

500

596

1,138

6,575

402

7,275

2,071

3,358

2,416

2,527

249

1,836

2,747

1,946

749

【表２】今回の調査で新たに
　　　 確認したもの

※なお、調査結果には「違反転用地」
　は含まれておりません。

そ
も
そ
も

　
遊
休
農
地
と
は
何
か

耕作放棄地（範囲が広い、一般的用語）

遊休農地
周囲と比
べ著しく
低利用農
地

2号遊休農地 1号遊休農地

簡易な作
業で営農
再開可能

荒廃農地
（Ａ分類）
再生可能な農地

荒廃農地
（Ｂ分類）
再生不可能な農地

森林・原野化
しているもの
非農地判定へ

大がかり
な整備に
より営農
再開可能

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

遊
休
農
地
の
全
体
調
査

遊
休
農
地
が
も
た
ら
す
被
害　

　
遊
休
農
地
を
放
置
す
る
と
…

　
さ
ら
に
荒
廃
農
地
に
な
る
と
…

　

農
地
の
管
理
は
所
有
者
・
使
用
者
の
責
務

で
す
。
年
に
数
回
の
耕
起
、
草
刈
り
等
を
行

い
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
相
続

税
の
納
税
猶
予
の
対
象
農
地
が
遊

休
農
地
に
な
っ
て
い
る
と
、
納
税

猶
予
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
を
活
用
し
て
耕
作
面

積
の
規
模
拡
大
を
お
考
え
の
場
合
、

ま
た
、
農
地
の
相
続
、
病
気
等
に

よ
り
耕
作
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
地
区

の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
、
ま
た
は
農
業
委

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
業
者
が
利
用
権
を

設
定
し
て
遊
休
農
地
を
解
消
す

る
場
合
、
条
件
に
よ
り
補
助
金

を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
農
政

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

遊
休
農
地
の

解
消
に
向
け
て

多額の
 費用が！
多額の
 費用が！

●
農
地
の
復
旧
が
大
変

●
売
る
の
も
困
難

●
雑
草
の
種
の
飛
散

●
病
害
虫
の
発
生

●
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
所

周囲に
　迷惑！
周囲に
　迷惑！



農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します！
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農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します！

主な業務

募集人数

任　　期

報　　酬

選任及び
委嘱方法

その他

身　　分

募集期間

推薦及び
応募資格

推薦及び
応募方法

選考方法

委員に
なれない方

●法令に基づく毎月の総会審査
●最適化推進の指針の作成、市長等への意

見書の提出
●農地利用最適化業務（担い手への農地利

用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・
解消、新規参入の促進）のための活動

●農地中間管理機構との連携
●農地パトロール
●農業振興業務（農業者年金、全国農業新

聞の普及）

●担当地域の審査案件の現地調査
●最適化推進の指針の作成に対して意見を

述べる
●農地利用最適化業務（担い手への農地利

用の集積・集約化、遊休農地の発生防
　止・解消、新規参入の促進）のための現

場活動
●農地中間管理機構との連携
●農地パトロール　
●農業振興業務（農業者年金、全国農業新

聞の普及）

１３人 ２０人（〔別表〕の地区番号ごとに１人）

月額３６, ０００円 月額３５, ０００円

農地に関する知識と熱意を持ち、農地利用
の最適化等の推進に関する事項、その他の
農業委員会の所掌に属する事項に関しその
職務を適切に行うことができる方。

農地利用の最適化の推進に熱意と識見を有
し、担当する区域において、担い手農家へ
の農地集積・集約化、遊休農地の発生防
止・解消等の調整を行うことができる方。

選考委員会による候補者の選考を踏まえて、
市長が市議会の同意を得て任命します。

選考委員会による候補者の選考を踏まえて、
農業委員会が総会の決定を得て委嘱します。

令和２年７月２０日から令和５年７月１９日

非常勤特別職

令和２年２月２７日（木）から３月２５日（水）まで（土日曜日、祝日を除く）

農業委員会の活動による農地集積の実績に応じて、国の交付金の範囲内において市長が
定める基準により算定した額を別に支給します。

●破産手続開始の決定を受けて復権を得ない方。
●禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな

るまでの方。

適任と思われる方を、本人の同意を得て３人以上か団体代表者名で推薦、または自らの
応募により、募集期間中に本庁１階の農業委員会事務局に所定の書類を提出してくださ
い。書類は農業委員会事務局でお受け取りになるか、市ホームページからダウンロード
してください。

●農業委員は、過半数が認定農業者であることや、農業者以外の方で中立な立場で公正
な判断をすることができる者を１人以上含めなければなりません。また、農業委員の
年齢、性別などに著しい偏りが生じないように配慮します。

●農業委員と農地利用最適化推進委員は、同時に推薦・応募できますが、兼職はできま
せん。

推薦または応募の理由、経歴、年齢、地域などを考慮し審査します。

農　業　委　員 農地利用最適化推進委員

　行田市および行田市農業委員会では、以下のとおり、農業委員および農地利用最適化推進委員の推薦・
応募を受け付けます。



行田農業振興地域整備計画の見直しを行います
　市では、農業振興地域の整備に関する法律に基づき、優良農地の確保と農業の振興を図るため、昭和48年

度に「行田農業振興地域整備計画（以下、計画）」を策定しました。この計画は、定期的に見直しを行っており

ますが、現行の計画が10年以上経過し、現在の状況とかい離した状態となっております。そのため、整合性

を図る必要があることから、令和２年度に、計画の全体見直しを行う予定です。

計画の見直しに関するアンケートの実施について
　計画の見直しにあたって市内の農地を所有または耕作

（概ね３反５畝以上）されている皆様が、農業の現況や今

後の農業経営に対して、どのような意見をお持ちなのかお

伺いし、計画策定の参考にさせていただくためのアンケー

ト調査を実施しました。

　お伺いした内容については、計画の見直しに伴う統計的

な分析のみに使用するものであり、それ以外の目的には使

用しません。

農用地区域除外等の申出の受付を一時停止いたします
　計画の見直しの間、関係機関との協議を伴うことから、

令和２年10月分の農用地区域除外等の申出の受付を一時

停止します。

　なお、同年４月分の受付は行いますので、計画がある方

は早めの相談をお願いします。

　　　　何卒、ご協力をお願いいたします。 【問い合わせ】農政課農政担当（内線３７３）

●農業振興地域のイメージ図
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行田農業振興地域整備計画の見直しを行います

〔別表〕農地利用最適化推進委員の担当区域

市町村界

は農用地区域

地区
番号

地区
番号

行田、本丸、天満、城南、中央、宮本、栄町、
旭町、向町、緑町、忍１・２丁目、大字忍、
矢場１・２丁目、城西１・２・３丁目、
佐間１・２・３丁目、大字佐間、
谷郷１・２・３丁目、大字谷郷

大字小見、大字白川戸、大字荒木（⑩以外の字）

①

⑪

大字小敷田、大字中里、大字皿尾

大字上池守、大字下池守、大字和田

大字斎条

大字北河原、大字酒巻

大字南河原

大字犬塚、大字馬見塚、大字中江袋

桜町１・２・３丁目、富士見町１・２丁目、
藤原町１・２・３丁目、長野１・２・３・４・
５丁目、大字長野、大字若小玉（字八反田、
字勝呂、字中村、字鞘戸、字枳、字六本木）

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑫

大字下中条、大字須加（字役田、字六反、
字四ツ家、字船川、字小稲荷、字中原、
字梅の木、字伊勢六、字大稲荷）

大字小針、大字若小玉（⑫以外の字）

大字下須戸

大字藤間、大字真名板、大字関根

⑧

⑬

⑭

⑮

大字荒木（字柳町、字寿町、字根岸、字郷地裏、
字羽鳥、字町屋、字音羽、字新堀、字宿ノ内、
字野土、字内小谷、字相生、字田町、字荒木、
字前内手、字前田、字高砂、字土手、字長善沼、
字石橋、字六本木、字荒宿、字久保町、字相ノ谷）

大字下忍、大字樋上、大字堤根

大字渡柳、大字利田、大字埼玉（字丸墓通、
字富士山通、字上埼玉通、字曾根通、字宮前通）

大字埼玉（字中道通、字愛宕通、字下埼玉通、
字百塚通、字下屋敷通、字中通、字大和田通、
字前谷通、字諏訪通、字片原通、字稲荷通、
字境松通、字二丁野通、字尾崎通）

大字野、大字埼玉（⑱⑲以外の字）

⑩

⑰

⑱

⑲

⑳

大字須加（⑧以外の字）

清水町、壱里山町、押上町、門井町１・２・３
丁目、棚田町１・２・３丁目、西新町、深水町、
持田１・２・３・４・５丁目、大字持田、
城西４・５丁目、駒形１・２丁目、大字前谷

⑨

⑯

担　当　区　域 担　当　区　域
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今
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
農
業

就
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
後
継

者
不
足
、
さ
ら
に
農
業
資
材
の
高
騰
に
よ

る
農
業
所
得
の
減
少
等
に
よ
り
、
遊
休
農

地
・
耕
作
放
棄
地
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
地
転
用
等
の
審
議
や
許
認

可
な
ど
の
業
務
に
加
え
、
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
集
積
化
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄

　

母
が
一
人
で
続
け
て
き
た
農
業
を
継
ぎ
60
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
９
反
ほ
ど
の
小
規

模
農
家
で
、
最
初
は
経
験
が
未
熟
だ
っ
た
た
め
、

米
麦
作
り
の
技
術
を
習
得
す
る
事
が
出
来
ず
、

親
戚
や
地
域
の
方
に
聞
き
な
が
ら
覚
え
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
テ
ー
ラ
ー
で
耕
運
、
代
か
き
作
業
で

つ
ら
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

が
普
及
し
始
め
作
業
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。
定

年
近
く
ま
で
兼
業
で
働
き
、
そ
の
後
は
専
業
で

今
後
の
農
業
の
展
望

今
後
の
農
業
の
展
望

地
域
農
業
を
支
え
た
い

地
域
農
業
を
支
え
た
い

　

経
営
形
態
は
、
土
地
利
用
型
の
米
・
麦
二

毛
作
水
田
の
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
埼
玉
県

指
定
採
種
子
圃
場
と
し
て
受
託
契
約
を
結
び
、

種
子
生
産
者
と
な
り
、
現
在
は
彩
の
か
が
や

き
と
彩
の
星
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
購
入
対

象
者
が
農
家
で
同
業
の
耕
作
者
と
い
う
こ
と

か
ら
、
製
品
に
あ
っ
て
は
、
購
入
者
が
品
種

地
の
発
生
防
止
、
解
消
と
い
う
「
農
地

等
の
利
用
最
適
化
の
推
進
」
が
、
農
業

委
員
会
の
重
要
な
業
務
で
あ
り
、
果
た

す
べ
き
役
割
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
農

業
の
持
つ
多
面
的
な
自
然
豊
か
な
環
境

を
守
り
、
地
域
農
業
を
活
性
化
、
発
展

さ
せ
、
農
業
振
興
及
び
農
業
者
が
夢
と

希
望
の
持
て
る
農
業
・
環
境
づ
く
り
に

寄
与
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
耕
作
放
棄
地
が
ど
こ
の
市
で

も
大
変
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

行
政
サ
イ
ド
と
農
業
委
員
・
推
進
委
員

で
協
議
を
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

米
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
私
が
担
当
す
る

地
区
は
昭
和
35
年
～
37
年
に
土
地
改
良
工
事

を
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
化
が
進
み
後
継
者
不

足
等
で
耕
地
の
縮
小
や
農
業
を
や
め
る
人
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
地
区

で
は
水
の
便
の
悪
い
所
や
耕
地
の
高
低
差
が

多
く
大
雨
の
時
な
ど
は
被
害
が
出
て
し
ま
い

ま
す
。
今
年
も
大
雨
の
た
め
稲
わ
ら
が
一
ヶ

所
に
寄
っ
て
し
ま
い
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も

た
ま
る
と
こ
ろ
が
数
ヶ
所
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
状
態
を
見
た
時
、
早
く
土
地
改
良

工
事
を
行
い
大
型
農
業
化
し
て
後
継
者
不
足

の
解
消
、
コ
ス
ト
削
減
、
省
力
化
・
多
様
化

で
生
産
性
向
上
、
農
業
所
得
の
向
上
、
地
域

の
活
性
化
に
結
び
付
く
よ
う
推
進
委
員
と
し

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

固
有
の
特
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
結

果
農
家
に
増
収
・
増
益
を
も
た
ら
す
よ
う

に
細
心
の
注
意
を
払
い
生
産
し
て
い
ま
す
。

採
種
子
農
家
は
、
一
生
産
農
家
当
た
り
一

品
種
の
み
栽
培
管
理
し
て
い
ま
す
。
本
年

産
の
稲
作
に
あ
っ
て
は
、
長
梅
雨
と
日
照

量
不
足
と
８
月
か
ら
の
連
続
猛
暑
日
に
よ

り
、
稲
体
の
疲
弊
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
年
か
ら
始
ま
っ
た
収
入
保
険

制
度
に
加
入
し
、
広
範
囲
な
補
償
内
容
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
振

興
は
、
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
昨
今
、

必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
く
理
解

し
、
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

農地利用最適化
推進委員

石井　幸壽
（下中条）

農業委員

萎澤　隆夫
（斎条）

農地利用最適化
推進委員

髙沢　宗春
（荒木）

私
の
農
業
経
営

私
の
農
業
経
営

農業委員及び農地利用最適化推進委員に
自由な内容で寄稿して頂いたものを掲載します。

豊かな老後生活のために

加入しませんか？

①農業者なら広く加入できる
②積立方式・確定拠出型で安定した年金財政
③保険料の国庫補助
④保険料は２万円から自由に選択可能
⑤税制面で大きな優遇
⑥80歳までの保証がついた
　終身年金
くわしくは農業委員会事務局まで

国民年金に上乗せする公的な年金制度です

農業者年金
の う ね ん

購読しませんか？
　全国農業新聞は、農業及
び農政の現状を中心に農業
者の経営とくらしに役立つ
情報をお届けします！

週刊　月４回金曜日発行
　月 　 700円
年間　8,400円（消費税込み）
お申し込みは農業委員会事務局へ

経営とくらしを応援‼


